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研 修 名 平成19年度ボランティアコーディネーター研修 

主 催 者 
芳賀郡市社会教育運営協議会 

（事務局：栃木県教育委員会事務局芳賀教育事務所） 

所 在 地 〒321-4325 栃木県真岡市田町1568 

連 絡 先 
TEL  0285-82-3324          FAX 0285-82-5140 

URL  haga-kyouiku@pref.tochigi.lg.jp 

推 薦 支 援 

センター等名 

栃木県教育委員会事務局芳賀教育事務所生涯学習 

ボランティアセンター 

１  学校と地域の連携を内容とする研修プログラム ○  
研 修 分 類 

２  その他（                  ）   

１  基礎コース ○  ２  スキルアップコース ○  
研修コース 

３  その他（                  ）   

 

 

研修の実施に至る背景 

栃木県では、平成15年度より学校支援ボランティア促進事業として、ボランティアや教

職員を対象にメッセ形式やワークショップ形式などの様々な形態で、普及啓発及び研修等

を実施してきた。それらの成果として、ボランティアが学校において子どもたちのために

活動することの必要性を認識してもらい、また、教職員にもその有用性を認識してもらっ

た。 

しかしながら、学校支援ボランティアの活動が浸透せず、いくつかの大きな課題が浮き

彫りとなった。それらの課題を克服するための具体的方策として、コーディネーターの必

要性が挙げられた。 

その後、県の促進事業が打ち切りになったが、これまでの学校支援ボランティアに関す

る研修の成果を引き継ぎ、さらに発展させるため、芳賀郡市社会教育運営協議会が主催で

平成18年度より「ボランティアコーディネーター研修会」を開催した。芳賀郡市社会教育

運営協議会は、芳賀郡市１市４町で組織する社会教育団体であり、県教委事務局芳賀教育

事務所が事務局を持っている。 
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課題：「学校訪問をしよう！」 

＊ 学校におけるボランティアのコーディネーションができるようになるために、

３回の研修では不十分であると考えた。 

 そのため、受講者には活動しようとする学校を訪問し、学校支援ボランティア

に対する現状把握、及び課題などを聞き取り調査する課題を出した。 

 学校訪問をすることで、これから学校支援ボランティアコーディネーターとし

て活動する人材を認知してもらうことの効果も期待した。 

 

【第２回研修会】 

第２回研修会では、全国の学校支援ボランティアコーディネーターの活躍の様子や、

コーディネーターの重要性とその役割、さらには活動における留意点などを押さえる

ため、全国体験活動ボランティア活動総合推進センターのコーディネーター養成研修

講師派遣制度を利用することとした。全国各地の先進事例について視覚的に学んでも

らえるものとした。 

さらに、２回目の課題として、実際のコーディネーションの土台作りとなるよう、実

際にコーディネートを体験することで、達成感や難しさ、課題などを実感できるもの

とした。 

 

〔第１回研修会のプレゼン資料〕 

〔第１回課題記録用紙〕 
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〔第２回研修会〕興梠先生を囲んで  

 

 

 

課題：「コーディネーションをしてみよう！」 

＊ 実際のコーディネーションをするためには、机上で学ぶだけではなく、実際に

体験し、有用性・達成感を体験するとともに、課題を浮き彫りにさせ、それらの

課題に対する解決策を模索することが重要であると考えた。 

 そのため、実際のコーディネーションを体験してもらう課題を出すこととした。 

 

【第３回研修会】 

第３回研修会は、最終回であることを考慮し、実際に活動できる知識などを身につけ

ることを目的とした。 

研修Ⅰでは、課題で取り組んだ実際のコーディネーションの流れや感想、課題などを

共有し、活動へのステップとなることを目的とした。研修Ⅱでは、過年度の同研修修

了者で、実際にコーディネーターとして活躍している方の事例発表とその具体的手法

を聞き、活動への手がかりを掴むことを目的とした。研修Ⅲは、課題や成果などにつ

いて情報交換をし、研修終了者のネットワーク作りを目的とした。 

研修の内容 

①主催及び共催 

主 催  芳賀郡市社会教育運営協議会 

 

②対象者および定員 

対象者  学校支援ボランティア、教職員、その他 

定 員  なし 

〔第２回課題記録用紙〕 
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③研修プログラムの展開内容 

第１回ボランティアコーディネーター研修会 

             日時：平成19年６月19日（火）14:00～16:00 

             場所：芳賀庁舎分庁舎（芳賀教育事務所）・大会議室 

    14:00 14:10                         15:00  15:10                    16:00 

 

開会 

行事 

 

 

 

 

【研修Ⅰ】 

 『なぜ、今、ボランティア 

   コーディネーターか？』 

  講師：教育事務所職員 

 

 

 

休憩

 

 

 

 

【研修Ⅱ】 

    トークトークトーク 

 『学校支援ボランティア 

   に対する思い、願い』

 

第２回ボランティアコーディネーター研修会 

             日時：平成19年９月18日（火）14:00～16:00 

             場所：芳賀庁舎分庁舎（芳賀教育事務所）・大会議室 

   14:00  14:10                          15:00  15:10                   16:00 

 

開会 

行事 

 

 

 

 

 

 

【研修Ⅰ】 

 講話『パートナーシップの絆を結ぶ』

  講師：全国体験活動ボランティア活動

総合推進センター 

  コーディネーター 興梠 寛 

 

 

 

 

休憩

 

 

 

 

 

 

【研修Ⅱ】 

    学校訪問を通して 

『ボランティアのニーズを分

類し、分析しよう』 

『学校訪問をした感想を共有

しよう』 

 

第３回ボランティアコーディネーター研修会 

             日時：平成19年11月20日（火）14:00～16:30 

             場所：芳賀庁舎分庁舎（芳賀教育事務所）・大会議室 

   14:00 14:10                 15:00          15:30              16:30 

 

開会 

行事 

 

 

 

 

【研修Ⅰ】 

『学校支援ボランティアの

コーディネートを通して』

  

 

 

【研修Ⅱ】 

実践事例発表『こうし

て進んだ！学校支援ボ

ランティアコーディネ

ート』 

 

【研修Ⅲ】 

『ボランティアコーデ

ィネートにおける課題

について』 

 

 

④研修の実施に当たってのポイント・留意点 

参加者の募集については、実際に活動する学校との連携が取りやすくなるよう管内
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全小中学校に下のような案内チラシを送付し、各学校で把握しているコーディネータ

ーとなり得る方に声をかけてもらった。 

さらには、管内各市町生涯学習課から、コーディネーターになり得る人材に声をか

けてもらった。 

【募集に関して】 

 

これまでのコーディネーター養成研修は、事例紹介に偏りがちであったため、本研修で

は、コーディネーターの役割に焦点を当て、具体的な動きを明確にした。また、回数の少

ない研修の中で、実際に学校で活動できる環境を整え、その資質を身につけるため、学校

訪問をし、そのニーズを把握してもらった。 

コーディネーターの役割や学校の現状を把握した段階での２回目研修では、全国体験活

動ボランティア活動総合推進センターコーディネーター興梠寛氏を講師として、全国の実

際に活動する様子の映像などを交えながらのお話で、形として見えなかったコーディネー

ションの実際について理解できる内容のものとした。また、現状把握を目的とし、第１回

目に出した課題である「学校訪問をしよう」の成果や感想などを共有しあうものとした。
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学校によって学校支援ボランティアの捉え方に大きな温度差があること、学校は一般の人

にとって敷居の高いところだということなど、活発な意見交換がなされました。 

その意見交換会に、講師の興梠氏にもご参加いただき、このように実際に活動すること

に焦点を当てた研修会の内容にお褒めの言葉をいただくとともに、今後への期待のお言葉

をいただいた。 

さらに、２回目の課題として実際にコーディネートを体験することで、達成感や難しさ、

課題などを実感し、実際のコーディネーションに向けての土台作りとした。 

また、過年度の修了者の取組事例を聞いたり、情報交換をすることにより、コーディネ

ーター同士が情報を共有し、ネットワーク化を図った。 

研修の成果と今後の取組 

〔成果〕 

○ 研修修了者全員が、コーディネーターとして活動するには至っていないが、いく

つかの学校でコーディネーターとして実際に活動している。 

 その学校の教職員からは、コーディネーターの存在により、学校支援ボランティ

アの導入が容易になり、子どもたちの学びの向上に大きく役立っているとの声が聞

かれている。 

 また、これまで活躍の場が少なかったボランティアにとって、学びの成果を生か

す場となり、生涯学習の振興に役立っている。 

○ ボランティアコーディネーター研修会を継続することにより、教職員の学校支援

ボランティアへの関心が高まり、教職員自らがコーディネーターとして活躍しよう 

とするケースも見られるようになった。 

○ ボランティアコーディネーターのネットワーク化により、情報交換をする場がで

き、コーディネーターとしての活動を支えあえるようになった。 

 

〔課題〕 

○ 全ての学校で活動するコーディネーター養成を目的としているが、学校支援ボラ

ンティア活動の効果をさらに広めていく必要がある。 

○ コーディネーターを各市町が支えていけるような環境づくりを目指し、支援して

いく必要がある。 

○ ボランティアの発掘、ボランティアの養成、人材情報の整理が必要である。 

 

〔今後の取組〕 

管内全小中学校へのコーディネーター配置を目標に、可能な限り、ボランティアコー

ディネーター研修会を実施する。さらには、ボランティアコーディネーター間の交流

及び情報の共有ができるよう、支援していきたいと考えている。 

 

執筆者職・氏名：栃木県教育委員会事務局芳賀教育事務所  

                                ふれあい学習課 社会教育主事 小林 利之 
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コーディネーターからの一言コメント 

学校支援ボランティア活動の円滑な促進のため全３回の研修会を実施しているが、各回

において実際的な課題を出して、研修者に実践してもらっていることが、大きな特色であ

る。 

例えば、コーディネーターとして活動しやすくするために、まず、直接学校を訪問し、

そのニーズを把握してくる。次に、実際にコーディネーションを体験し、最終回で意見を

交換するという形である。講義による研修と実践がよく組み合わされている。この積み重

ねに期待したい。 

（中根 惇子） 

 

 




